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〔目的〕

ヒトにおいて運動負荷時及び回復期の左室動態

の変化は未だ明らかではない。本研究の目的は、

携帯用持続心機能モニター(VEST)を用いて、心

不全患者，健常者の立位，仰臥位運動負荷時，回

復期の左室動態を比較検討することである。

〔対象と方法〕

洞調律の健常者９名（36±16歳）拡張型心筋症

６名（44±17歳）を対象とした。安静時の駆出率

は健常者54±17％、拡張型心筋症30±４％と後者

で有意に低下していた（Ｐ＜0.01)。アロカ社製

ＶＥＳＴを装着後、まず仰臥位自転車エルゴメー

タにて最大運動負荷を行い60分安静の後、座位自

転車エルゴメータにて再度最大運動負荷を行った。

負荷は２５Ｗより開始し２分毎に２５Ｗずつ増加

させた。検出器から得られたデータはデジタルフ

ィルタリング法にて収縮末期と拡張末期を検出し

20秒間隔にtimeactivitycurveを求めＥＤカウン

トの70％をbackgroundとして減算し、左室拡張

末期容量(EDV)，左室収縮末期容量(ESV)，一回

拍出量(SV)，左室駆出分画(EF)，心拍出量(CO)，

心拍数(HR)を算出しトレンドグラムとして表示

した（表ｌ）。

〔結果〕

健常者の運動負荷時、立位ではＥＤＶは負荷後

120秒まで＋12％増加、ＳＶは負荷後360秒まで＋

43％増加、ＥＦは負荷後360秒まで＋29％増加し

た。仰臥位ではＥＤＶは負荷後20秒まで＋３％増

加、ＳＶは負荷後300秒まで＋23％増加、ＥＦは

負荷後300秒まで＋12％増加した（図１）。心不全

患者の運動負荷時、立体ではＥＤＶは負荷後20秒

まで＋１０％増加、ＳＶは負荷後80秒まで＋22％増

加、仰臥位ではＥＤＶは負荷後20秒まで＋１％増

加、ＳＶは負荷後20秒まで＋４％増加した。立位，

仰臥位ともＥＦは負荷後低下した（図２）。健常

者の運動負荷後回復期、立位ではＳＶは負荷後4０

秒まで＋12％増加、ＥＦは負荷後40秒まで＋21％

増加したがその後減少した。仰臥位では、ＳＶは

負荷後40秒まで＋25％増加、ＥＦは負荷後40秒ま

で＋21％増加した。ＥＤＶは立位，仰臥位とも負

荷後減少した（図３）。心不全患者の運動負荷後

回復期、立位ではＳＶは負荷後１００秒まで＋７％

増加、ＥＦは負荷後100秒まで＋13％増加したが

その後減少した。仰臥位では、ＳＶは負荷後120

秒まで＋22％増加、ＥＦは負荷後40秒まで＋20％

増加した。ＥＤＶは立位、仰臥位とも負荷後減少

した（図４）。以上より、運動負荷後回復期にお

いて健常者，心不全患者ともＥＤＶの減少にもか

かわらず一過性のＳＶ,ＥＦの増加を認めた。ＥＦ

の最大変化率は立位に比し仰臥位で大で、心不全

患者に比し健常者で大であった。最大ＥＦを示す

時間は、負荷後健常者に比し心不全患者で大であ

った（図５）。

〔結語〕

１）心不全患者，健常者を対象に、仰臥位，立位

運動負荷時，回復期の左室動態を携帯用持続

心機能モニター(VEST)を用いて検討した。

２）健常者の運動負荷時の心拍出量の増大には心

収縮`性の増加及びFrankStarling機序による

１回拍出量の増加と心拍数の増加が関与して

いた。

３）心不全患者の運動負荷時の心拍出量の増大に

はFrank-Starling機序による１回拍出量の増

加と心拍数の増加が関与していた。

４）健常者，心不全患者とも運動負荷後回復期に、

心収縮性の増加による一過`性の１回拍出量の

増大がみられた。

５）運動負荷後回復期の一過性のＥＦの増加は、
立位に比し仰臥位で大で、心不全患者に比し

健常者で大であり、健常者では負荷後より早

期にみられた。
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